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る｡この場合は表面弾性波 と直接相互作用するモー ドとして ,その波動関数のかさなり
が一番大 きいTRモー ド(全反射モー ド)を考えなければならない｡計算は波動関数の
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(竿 誓 ) (2)
ここで<->E.A.ば･確率変数AP(I)に対する集団平均 をあらわし,APはゆらぎの
巾 ,lrは2次元の相関長 ･lzは Z 方 向 のそ れ で あるo W と して は I r , lz- -で0,
lr･1Z- 0の極限で∂(I -r')なるWhiteNoiseの場合 を含んだ関数である｡ 従っ
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てAT/p-(1の場合 ･あるいはIr,lzが大きな場合は< AP(r)AP(rつ >E.A. を
含む項は ,摂動としてあっかうことができる｡原理的には最低次のグリーン関数の補正
を考え ,五個の個有モー ドを考慮することにより自己エネルギーを求めて減衰率 を計算
するとよい｡ しかしながらここでは,(1)においてつぎのような考察から,g-- すなわ
ち表面上に欠陥が統計的に分布 している場合 を考 える｡これは考えている波長に くらべ
て,欠陥が存在する深さが充分大きい場合にゆるされ る｡現在得 られている表面波の励






符,K はすべてバルクの弾性定数により決定 される｡(3)の結果は,この理論 をバルクの
場合に適用すると,,-砦 (1-与 等 )とな り,その周波数 と相関長の蹄 性は･
いちぢるしく異なることは興味あることである｡
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